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物  質  名 ジクロロエチルホルマール ＤＢ－18 

別  名 ビス（2-クロロエトキシ）メタン 
ビス(β-クロロエチル)ホルマール 

構 造 式 
 

CAS 番号 111-91-1 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-497 
分子式 C5H10Cl2O2 分子量 173.04 
沸点 218.1℃ 1) 融点 －32.8℃ 1) 
蒸気圧 1.32×10-1 mmHg（25℃、外挿値）2) 換算係数 1 ppm = 7.08 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 1.30（推定値）3) 水溶性 7.80×103 mg/L (20℃、実測値）4)

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 170 mg/kg  5)  
 ラット 経口 LD50 65 mg/kg  5)  
 マウス 吸入 LC50 1,300 mg/m3  5)  
 ラット 吸入 LCL0 62 ppm (439 mg/m3)(4hr) 5)  
 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、10、20、40、80、120 mg/kg/day を少なくとも 90 日間経口投与（強制投与/混餌

投与は不明）した結果、120 mg/kg/day 群の 17/20 匹が死亡や瀕死状態となり、屠殺され、80 
mg/kg/day 群では 1/20 匹が死亡した。死亡したラットでは、るい痩、低体温、嗜眠/虚脱、呼

吸困難、喘ぎ、湿性ラ音、運動失調、異常な体位、軽微な振戦、流涎、鼻、前足、腹部、肛

門性器周辺の黄褐色の汚れがみられ、ばく露 14 日以降に死亡した全数で心筋層の変性がみら

れた 6) 。 
・経口または吸入ばく露による情報ではないが、皮膚塗布試験の情報を参考として以下に記載

した。 
ラットに 0、400、600 mg/kg/day を 16 日間（5 日/週）で計 12 回皮膚塗布し、2、3、5、16 日

目に剖検し、心臓の組織への影響を調べた結果、400 mg/kg/day 以上の群で 2 日目から心房、

心室、心室中隔で筋線維の空胞化、壊死、単核細胞浸潤がみられ、3 日目に発生率の増加、

重症化がみられたが、5 日目以降には軽減し、回復がみられた。また、3 日目から筋線維の線

維増多がみられ、5 日目に発生率の増加、重症化がみられたが、16 日目に軽減した。なお、

400 mg/kg/day 以上の群で体重への影響はなかった 7) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・皮膚、眼を刺激し 1) 、吸入、経口摂取すると強い刺激を受ける 8) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
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 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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